
 

 

 

SolidWorks 教育版 2009-2010 において 

Windows 上でのファイル操作の注意点 
 

SolidWorks 教育版 2009-2010 を使用する場合、Windows 上でのファイル操作に関して以下をお読みください。 

 

SolidWorks 教育版 2009-2010 でインストールされるバージョンは SolidWorks 2009SP2.1 となります。SolidWorks 

2009SP2.1 がインストールされている環境で、Windows Explorer から SolidWorks ファイルを含んだフォルダの操作をおこな

った場合、Windows や Windows Explorer が不安定になることが考えられます。 

 

SolidWorks 2009SP2.1 がインストールされている環境では、「1.」 の方法により SP3.0 以降にアップグレードするか、または

「2.」 の方法により現象の回避をお願い致します。 

「1.」でアップグレードにより回避いただく場合、サブスクリプションサービス契約にご加入されている方（購入初年度は無償で

自動加入されています）は「1. SP のアップグレード」をご参照ください。サブスクリプションサービス契約にご加入されておらず、

1.1 でダウンロードページにアクセスできない場合には担当代理店までご相談ください。 

 

1. サービスパック(SP)のアップグレード 
※ アップグレードではなくダウンロードサイトからダウンロードした Installation Manager (IM)で新規インストール(新規アドミニ

ストレーティブイメージ作成)することもできます（ダウンロードファイルのサイズは大きくなります。例：個人インストレーション・

32 ビット版、SP2.1 から SP3.0 のアップグレード：1GB 以上、新規ダウンロード：2.5GB 以上）。手順は以下 1.1～1.3 と同様で、

SP2.1 がインストールされていない環境で IM によりダウンロードを行うと必要なファイルをダウンロードします。 

 

1.1 ダウンロードページへのアクセスについて 

サービスパックのダウンロードページにつきましては「教育」ページの「 SolidWorks Customer Portal ご利用ガイド 」の「Part 

IV. サービスパック（SP）をダウンロードされる場合」をご参照ください。

http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm 

 

1.2 ダウンロードの方法 

1) Downloads ページにおいて SP3.0 以降の SP、OS(32 bit または 64 bit)の SolidWorks をクリック 

2) SolidWorks Download EULA 画面で Japan をクリックし内容を確認後に「Accept Agreement & Continue」をクリック 

3) Manage Installs 画面で「Download」をクリックしダウンロードする SP の Installation Manager (IM)を起動 

 

1.3 通常のインストールと同様に画面の指示に従って進み(SolidWorks 教育版 2009-2010 日本語インストレーションガイド

を参照)、ファイルのダウンロードとインストールを行います。 

「ダウンロードの準備完了」ページでは「ダウンロードフォルダと設定のカスタマイズ」をクリックすることにより、ダウンロードフ

ァイルの保存先を変更することができます。アップグレードの際には初期インストールに使用した DVD を使用します。 

アップグレードやファイルのダウンロードに関して不明点がある場合は、以下にある商用版用の「SolidWorks 2009 インストレ

ーションガイド」をご参照ください。 https://supportswj.solidworks.co.jp/pages/services/csguide.html 

 

 

2. SolidWorks 2009SP2.1 で使用する場合の回避方法 
SolidWorks 2009SP2.1 がインストールされている環境では、Windows Explorer の表示設定(表示メニューより変更)に「縮小

版」以外の表示(並べて表示、アイコン、一覧、詳細 のいずれか)をご使用ください。 

「縮小版」表示の使用により Windows が不安定になった場合の復旧には、OS の再起動をお願いいたします。 

 

※ただし「縮小版」以外の表示では、Windows Explorer 上で SolidWorks ファイルを含むフォルダのショートカットの操作をお

こなった際に Windows Explorer が不安定になる場合があります。その場合にはタスクマネージャより Windows Explorer のタ

スクを終了すれば問題はありませんが、回避するためには Windows Explorer 上で SolidWorks ファイルを含むフォルダのシ

ョートカットは使用しないでください。 

 
 

   ソリッドワークス・ジャパン株式会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内１丁目８番２号 第一鉄鋼ビル３Ｆ 

TEL:03-6270-8700(代) FAX:03-6270-8710 

Email:info@solidworks.co.jp  URL:http://www.solidworks.co.jp 

http://www.solidworks.co.jp/sw/engineering-education-software.htm
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